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１。はじめに
名 古 屋 市 街 地 中 心 部 は 中 位 段 丘 上 に 発 達 し ， そ の 南 東 部 は 熱 田 台 地 や 笠 寺 台 地 を っ

く り ， そ の 段 丘 面 は 熱 田 面 と 呼 ば れ て い る 。 両 台 地 の 間 を 刻 ん で 流 れ る 山 崎 川 に 沿 っ
て ， 沖 積 低 地 が 見 ら れ る 。 熱 田 面 が 発 達 す る 台 地 の 構 成 層 は 更 新 世 後 期 の 熱 田 層 で あ
り ， 熱 田 台 地 の 地 表 で 観 察 さ れ る 上 部 層 上 半 部 の 層 序 は 松 沢 勲 ・ 嘉 藤 良 次 郎 （ １ ９ ５ ４ ）
な ど に よ っ て 明 ら か に さ れて い る 。 ま た ， 熱 田 層 全 体 の 層 序 は 桑 原 徹 （ １ ９ ７ ５ ） に よ
っ て 明 確 に さ れ ， 砂 層 を 主 体 と し 数 層 の 粘 土 層 を 挟 在 す る 上 部 層 ， 厚 い 海 成 の 粘 土 層
の 発 達 す る 下 部 層 ， そ し て ， 砂 層 を 主 体 と す る 最 下 部 層 か ら な っ て い る 。 千 数 百 本 の
調 査 試 錐 を 整 理 し て 検 討 を ， 日 本 建 築 学 会 東 海 支 部 ・ 土 質 工 学 会 中 部 支 部 ・ 名 古 屋 地
盤 調 査 研 究 会 （ １ ９ ６ ９ ） が 行 っ た 名 古 屋 地 盤 図 の 作 成 作 業 を 通 して ， 熱 田 層 上 部 層 の 詳
細 な 層 序 の 究 明 が さ れ た 。 そ の 後 ， 名 古 屋 市 中 心 部 の 投 影 集 積 断 面 の 作 成 作 業 （ 桑 原
徹ほか，１９７２；松井和夫ほか，１９７２）をはじめとして，熱田層の層序の検討や試錐

試 料 を も と に 堆 積 相 の 解 析 が す す め ら れ て き た 。 こ う し た １ ９ ８ ０ 年 代 ま で の 研 究 成
果を土質工学会中部支部（１９８７）が最新名古屋地盤図にまとめている。
最 近 ， 名 古 屋 市 で は 地 下 鉄 や 高 速 道 路 の 工 事 が す す み ， そ の 調 査 試 料 に よ っ て 熱 田

層 の 堆 積 相 に つ いての 新 し い 情 報 が 提 供 さ れつ つ あ る 。 木 曽 谷 第 四 紀 研 究 会 は ， １ ９ ９ １
年 ３ 月 ２ ３ 日 に ， 名 古 屋 市 高 速 度 鉄 道 ６ 号 線 の 工 事 区 間 に あ たる 瑞 穂 区 甲 山 町 二 丁 目 瑞 穂
通（標高４．７０ｍ）の地点（第１図○印：高速度鉄道６号線建設に伴う土質調査工事ボー
リング孔Ｎ０．１３８）で，最上部を除く地表面下約１２ｍまでの地質断面を観察する機会を
得 た 。 そ の 際 ， １ ０ 数 点 の 柱 状 堆 積 物 試 料 と 植 物 遺 体 片 を 採 取 し ， 古 地 磁 気 ， 火 山 ガ ラ
ス ， 珪 藻 化 石 お よ び １ ４ Ｃ 年 代 測 定 に つ い て 研 究 を す す め ， そ の 一 部 の 結 果 を こ こ に 報
告する。

２ 。 試 料 採 集 地 点 に お け る 堆 積 物 の 層 相
試料採集地点の地質柱状図を第２図に示す。ボーリング孔Ｎ０．１３８を基点に柱状図ａ

は 北 へ ２ ０ ｍ ， 柱 状 図 ｂ と ｃ は 南 へ １ ０ ｍ 離 れ た 地 点 で あ り ｂ と ｃ は 隣 接 して い る 。
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第１匯｜名占ＭＩｌｊ瑞穂｜）謡感応ＷＩ三肩旦の，三縦波腸ｙｌ゙ １を小す（川｜：地理院発行の
１Ｍ５，０００地削叉ト名占１々 ｛ｌｔｊ１部の・部を使川した｝

柱 状 図 ａ で は 地 表 面 下 ３ ｍ ま で 欠 落 し ５ ｍ ま で の 地 質 断 面 を 観 察 す る こ と が で き た 。
深 度 ３ ｍ か ら ４ ｍ の 間 に は 河 成 啼 層 が み ら れ ， 含 有 率 ６ ０ ％ の 俸 層 で あ る 。 こ れ は 平 均
径３ｃｍ～５ｃｍ最大径７ｃｍの中篠大のチャートの亜円啼よりなり，基質は粗粒砂である。
深 度 ４ ｍ か ら ５ ｍ の 間 に は 熱 田 層 の 上 部 層 が み ら れ ， 暗 青 灰 色 の 粘 土 層 よ り な る が ，
上位１０ｃｍは乳灰色のシルト層になっている。
柱状図ｂでは地表面下４．５０ｍから６，６０ｍまでの熱田層の上部層を観察することがで

きた。深度４．５０ｍから５．６０ｍの間には暗青灰色の粘土層が堆積している。その中位，
深度５．２０ｍには厚さ１０ｃｍで淡黄土色の火山灰質シルト層が挟まれている。さらにその
上位には黄色を帯び平行葉理がみられる。深度５．６０ｍから６．６０ｍまでは極細粒砂層～
細粒砂層が堆積し，その中位にはパミスを含む厚さ約１０ｃｍの粗粒砂層が挟まれている。
柱 状 図 ｃ で は 地 表 面 下 ７ ｍ か ら １ １ ． ８ ｍ ま で の 熱 田 層 の 上 部 層 を 観 察 す る こ と が で き

た 。 深 度 ７ ｍ か ら １ ０ ． １ ｍ の 間 に は 極 細 粒 砂 層 ～ 中 粒 砂 層 が 堆 積 して い る 。 そ の 中 位 深
度８．４０ｍには径１ｃｍで淡灰色のパミスを含む厚さ約１０ｃｍの粗粒砂層が挟まれている。
深度１０．１ｍから１１．０ｍの間には灰褐色のシルト層が堆積し，その最下位の厚さ約１０ｃｍ
は赤褐色を帯びチーズ状を呈している。深度１１．０ｍから１１．８ｍの間には含有率１０％の
砂 啼 層 が 堆 積 して い る 。 平 均 径 １ ～ ３ ｃ ｍ 最 大 径 ５ ｃ ｍ の 中 俸 大 の チ ャ ー ト の 亜 円 篠 よ り
な り ， 基 質 は 極 粗 粒 の ア ル コ ーズ 砂 で ， 風 化 し た 長 石 粒 が 多 数 の 白 い 点 と な っ て 目 立
っている。
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第２図名古屋市瑞穂区瑞穂通りの地下鉄工事現場の地質柱状図、１４Ｃ年代値と分析試料採取位置を示す



３。試料採取
古 地 磁 気 ・ 火 山 灰 ・ 珪 藻 化 石 の 各 分 析 用 試 料 の 採 取 層 準 ど Ｃ 年 代 測 定 値 を 第 ２ 図

に示す。

４ 。 火 山 灰
火 山 灰 試 料 は 火 山 灰 質 シ ル ト を わ ん か け に よ り 水 洗 し ， 乾 燥 さ せ た も の か ら ガ ラ ス

を ３ ０ 個 取 り 出 し ， 屈 折 率 を 温 度 変 化 型 屈 折 率 測 定 装 置 “ Ｍ Ａ Ｉ Ｏ Ｔ ” で 古 滓 明 か
測定した。屈折率は１．４９９４-１．５００８（１．５００２）で，測定誤差は±０．００１３と見積もられる。
形 状 は バ ブ ル 型 が 多 く β 一 石 英 を 含 む ガ ラ ス も あ る 。 屈 折 率 ， ガ ラ ス 形 状 な ど か ら ， こ
の 火 山 ガ ラス は Ｋ - Ｔ ｚ （ 鬼 界 葛 原 ） 火 山 灰 に 対 比 で き る 。 こ の 火 山 灰 の 年 代 に つ いて 竹
本ほか（１９８７）はｃａ７５，０００年としている。

５。１４Ｃ年代測定
第 ２ 図 に 示 し た ３ 露 頭 の １ ２ 層 準 よ り 植 物 遺 体 片 を 採 取 し ， そ の 内 か ら ３ 試 料 に つ

い て ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー の タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ っ
て １ ４ Ｃ 放 射 年 代 を 測 定 し た 。 結 果 を 第 ２ 図 中 に 示 し た 。 ３ 露 頭 で 見 ら れ る 熱 田 層 上 部
層が６１，０００ｙＢＰより古い年代に堆積したとされる。

６ 。 珪 藻 化 石
珪 藻 分 析 用 の 試 料 を つ ぎ の よ う に 採 取 し た 。 第 ２ 図 柱 状 図 ｃ の 砂 篠 層 か ら 上 に １ ０

ｃ ｍ の と こ ろ を ｓ ｐ １ と し て ， ２ ０ ｃ ｍ 間 隔 で 上 方 に ｓ ｐ ７ ま で 取 っ た 。 ど の 試 料 も
凝 灰 質 で ， ま た ， 珪 藻 化 石 の 産 出 は 少 な く ， 唯 一 計 数 で き た の は 砂 帰 層 よ り １ １ ０ ｃ
ｍ 上 の ｓ ｐ ６ で あ っ た 。 ｓ ｐ ６ に お い て も 珪 藻 化 石 の 産 出 は 多 く は な く ， ２ ０ ０ 殼 の
の 計 数 に は 時 間 を 要 し た 。
産 出 し た 珪 藻 化 石 の 種 構 成 の 相 対 頻 度 を 第 １ 表 に 示 し た 。 出 現 種 数 は 海 生 ～ 汽 水 生

種 が ２ ６ タ ク サ， 淡 水 生 種 が １ ７ タ ク サ で あ っ た 。 全 体 と し て 海 生 ～ 汽 水 生 種 が 優 占
し た 群 集 で あ っ た が ， 淡 水 生 種 が ２ ２ ． ７ ％ と か な り 多 く 見 ら れ た 。 優 占 種 と し て
励ｒ／ｒれ／／助柚皿ｒ汀ａと７・／，ａ／おり回汗ａ１７ｅ７，ｅｒａがあげられる。前者は北方沿岸性で日本近
晦では親潮中に現れる種とされている。熱田層下部層の海成層で優占すると７，ｙｃ／❹ｅ／／ａ
ｊｉ乙Ｊ／／匹四と戸ａｒａ／／ａｇ／ｃ肩ａの２種は，極少の産出であった。この珪藻化石群集から
は 比 較 的 冷 た い 海 水 が 侵 入 し は じ め た 時 期 で ， 河 川 な ど か ら 淡 水 も 流 入 す る ， 海 進 初
期 の 古 環 境 が 推 定 さ れ る 。
熱田層上部層は砂層が優勢で珪藻化石の産出は少なく，海成層については森（１９８０）

が美和町コアなどで僅か報告している。βハ／，加／／功紬皿ｒハａが優占する珪藻化石群集は
当 地 域 の 熱 田 層 中 で は は じ め て の 報 告 と な る 。
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這ら１１Ξ毎回ユ化石の産出頻度
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